
ISFJ Inter-university Seminar for the Future of Japan
ISFJ2023政策フォーラム活動報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：廣田亜衣
【日時】
2022年12月16日(土)･17日(日)

【会場】
16日：明治大学和泉キャンパス
17日：明治大学駿河台キャンパス アカデミーホール

【参加】
30大学30分科会124チーム

【概要】
政策フォーラムは二日間に渡り､以下２点を目的として開催されました｡
・全国の学生が立案した政策を社会に向けて広く深く発信していくこと 
・政策や社会に対して意識の高い学生が一同に会し､問題についての知識・考え方を共有
すること

【企画内容】
･1日目となる研究発表会では､問題意識の近いテーマを扱った研究班を30の分科会に分け､各教室に
てプロジェクターを用いて発表を行いました｡プレゼンテーションは事前に提出された最終論文にのっと
り､各研究会の半年の研究の成果を披露しました｡論文の事前審査で付けられた点数とプレゼンテー
ションの点数を合計し、分科会内で最も点数が高かった研究班に分科会賞が授与された。

･2日目は､一次論文審査･二次論文審査を通過し、特別論文審査員会議により精査され､その中でも特
に優れた上位2本の研究班が明治大学のアカデミーホールにて決勝プレゼンテーションを行った｡また、
特別論文審査会議によって選出された上位２論文以外の論文３本に優秀賞が授与されました。



【責任者総評】
･1日目
本年度も対面開催でしたが、とくに大きな問題はなく、無事に終えることができました。これもひとえに一
次審査を引き受けて下さった審査員の方々、多くのコメンテーターの方々、参加者の皆さまにご協力を
いただきましたおかげでございます。専門家の方々にもコメンテーターとしてご協力いただくことができ、
より多角的な視点から学生の論文に対してご意見をいただき、学生たちにとってさらなる成長の機会に
なったのではないかと思います。
今年度も運営委員全員で直接集まる機会はなくオンラインで組織内、各部署同士での情報共有を行う
こととなりましたが、週に１回はzoomで幹部会を開催し、顔を見たり声を聞いたりしながら仕事ができた
ため、運営幹部は帰属意識を持って仕事を進めることができました。しかし、学業やインターンなどISFJ
運営委員以外の活動と両立しながら、審査員の方々や協賛してくださる方々などと連携していくことは
難しく、期限ギリギリで仕事を進めるかたちになってしまった部分がいくつかありました。スケジュールや
運営委員の人数には改善が必要です。また、運営委員が１年で全く新しいメンバーに代わってしまうこと
で、引継ぎが上手くいっていなかったり、問題点がいつまでも改善されなかったりしているという指摘を
いただきました。29期に引き継ぐ際、28期運営委員がどのように関わっていくかも議論も必要です。

･2 日目
本年度も対面開催でしたが、松下政経塾や前静岡市長の田辺信宏様、協賛企業の方々を始め、コメン
テーターの皆様、特別審査員の皆様のご協力もあり、大きなトラブルはなく決勝プレゼンテーションを行
うことができました。入場に時間を取られ、進行のタイムスケジュールがずれましたが、昨年のスケ
ジュールを修正していたため、終了時刻に大きな遅れがなかったことは良かったです。本年度の会場も
入退場に使用するエスカレーターが１つしかないことで予想以上の時間がかかったので、受付時間には
改善が必要です。細かな懸念点はありましたが、全体としてはスムーズに進行できており、分科会賞の
発表では盛り上がりも見られたとても良い会でした。本年度は、閉会後に受賞班発表時に使用したスラ
イドを映し出したスクリーンの前で写真撮影の時間を設けました。受賞の記念になって良かったという声
を多数いただきましたので来年度も取り入れていきたいと思います。

　　　



【受賞論文一覧】

◯最優秀政策提言賞
経済産業１分科会　
大阪経済大学　 岡島成治研究会
「エコカー政策がCO₂排出量にもたらす効果～Gamingが及ぼす影響～」

◯優秀政策提言賞
農林水産２分科会
熊本県立大学　本田圭市郎研究会
「取り組みやすい６次産業化の実現～因果効果の特定と取組事例集の定量分析に基づく政策提
言」

◯優秀賞
社会保障２分科会　
慶応義塾大学　田邉勝巳研究会
「制度の違いが保育サービスの質と効率性に及ぼす影響分析」

医療分科会　
上智大学　釜賀浩平研究会
「公平な子どもの受診機会に向けた医療アクセシビリティの格差是正」

防災分科会　
上智大学　釜賀浩平研究会
「住民の体感治安に影響を与える要因に基づいた防犯政策の立案」

◯分科会賞
医療　
熊本県立大学　本田圭市郎研究会
「地域別・診療科別の医師不足解消～医師養成課程における人員配置の適正化～」

環境・エネルギー１

名古屋市立大学 　板倉健研究会　

「大規模水素需要創出に向けた政策提言～2050年の一翼を担う水素社会の実現～」

環境・エネルギー２

神戸大学　松林洋一研究会

「飲食店における食べ残し削減に向けた諸政策の検討」

南山大学　鶴見哲也研究会

「大量消費思考からの脱却と長期保有へのプロセス」

環境・エネルギー３

南山大学　鶴見哲也研究会

「花粉症に対する政策」

観光１　

千葉大学　後藤剛志研究会　　

「日本における宿泊税の導入効果」



観光２　

慶応義塾大学　田邉勝巳研究会

「車離れで生じる二次交通の障壁の解消に向けて」

教育１　

明治大学　加藤久和研究会

「全国学力・学習状況調査からみたICTと教育の関係～小学校教育におけるICTの活用の方向
性を探る～」

教育２　

関西学院大学　栗田匡相研究会　

「マダガスカルの農村における短期的な教育介入の長期的影響～性格特性、母親の教育意識、

農村内の波及効果に着目して～」

教育３　

千葉大学　後藤剛志研究会

「中学校教員の負担軽減に向けた新たな部活動運営の検討」

金融・財政１　

名古屋市立大学大学　平賀一希研究会

「事業性評価融資による地域銀行の貸出促進のための提言」

金融・財政２

日本大学　鶴田大輔研究会

「長期金利上昇後のゾンビ企業に関する分析～市場の健全化を促すための提言～」

経済産業１　

慶応義塾大学　田邉勝巳研究会

「トラックドライバーの労働時間規制が農林水産物流に与える影響」

経済産業２　

同志社大学　荒渡良研究会　

「京都市の「その他の空き家」と道路の幅員に関する分析～空き家の改修・解体における道路幅

員に応じた累進補助金制度～」

国際１　

創価大学　蝶名林俊研究会

「ナイジェリアの貧困農民家計の洪水・干ばつへの対応戦略は、経済的レジリエンスを持つの

か」

国際２

関西学院大学　西立野修平研究会

「総理・閣僚らの海外訪問によるトップセールスは日本のインフラ輸出を増加させるのか？」

社会保障１　

大阪大学　赤井伸郎研究会

「こどもの教育格差解消を目指してこどもの居場所を通じた学習意欲向上」



社会保障２　

大阪大学　赤井伸郎研究会

「2040年問題を見据えた介護士不足の解消」

社会保障３　

明治大学　畑農鋭矢研究会

「LGBTは賃金格差に直面するのか？～ミンサー型賃金関数によるLGBT効果の計測～」

少子高齢化　

明治学院大学　西村万里子研究会

「住宅団地への若年層の入居促進を目的とした施策の検討」

地方創生１　

慶応義塾大学　土居丈朗研究会

「地方大学の可能性～持続可能な大学運営による地方創生の実現～」

地方創生２　

大阪大学　赤井伸郎研究会

「空港運営の経営改善に向けて～空港コンセッションに着目して～」

地方創生３

山口大学　加藤真也研究会

「空き家バンク運営改善に関する計量分析～全国調査に基づく四つの政策提言～」

都市交通１　

同志社大学　三好博昭研究会

「生活道路における子供の交通事故削減－ICTの活用－」

都市交通２　

日本大学　豊福建太研究会

「コンパクトシティ政策の成功への道」

農林水産１　

関西学院大学　亀田啓悟研究会

「ALPS処理水放出による漁業者への損害賠償の検討」

農林水産２　

中央大学　飯島大邦研究会

「飼料用米の生産拡大並びに安定利用に向けて」

防災

南山大学　寳多康弘研究会　

「エスカレーター利用者災害の要因分析～高齢社会、安心して生活していくために～」

労働雇用１　

千葉大学　後藤剛志研究会

「女性の就業と待機児童の関係について」



労働雇用２　

大阪経済大学　岡島成治研究会

「男女比率が成果に与える影響～ボートレースから分かること～」

労働雇用３　

関西学院大学　栗田匡相研究会

「優秀なboda-bodaってどんな人？～行動経済学の知見を用いて～」


